
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自他を敬愛し、勤労を尊び、磨かれた

知性と豊かな情操をもった行動力のある心身ともに健全な

生徒を育成する」を達成するため、育成を目指す資質・能

力を「実践力」と定め、「学習活動支援 G」「生徒活動支援

G」「意欲の向上支援 G」の３つのグループにおいてそれぞれ

重点目標や取組指標を定め、学期に２回検証、改善を行い

ながら、学年部や生徒会と連動しながら実践しています。 

また、本校では学校図書館の利用が盛んで、11月末

までの貸出累計冊数は 10447 冊、一人平均 13.2 冊と高

く、３年が最も高い冊数となっています。 

このように、全校における徹底した取組は他の項目

にも見られ、その成果が結果として表れています。 

授業においては、協働的な学習や生徒指導３機能を活かした授業展

開を全教科において推進しており、参観した授業においても、目的を

意識した効果的なペア学習や教え合が行われていました。 

特に数学では、「まとめ」は授業の中盤で行い、後半は多くの練習

問題を、教室内を自由に動いて学び合う活動を取り入れることで、知

識・技能の定着が確実に行われていると感じました。 

今後は、指導案の「振り返り」においては、３年国語のように教師

が願うゴールの姿を、生徒が書くような文のように表記してみてはい

かがでしょうか。そのことで、「めあて」との連動や、評価規準との

整合性が明確になり、授業改善が推進されると思いました。 
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